
 

 

2012年度 学生による授業に関する中間アンケート結果について 

 

フェリス女学院大学 FD 委員会 

 

本学では、全ての科目を対象として学生による授業に関する中間アンケートを実施して

います。 

2010 年度後期からは、アンケート結果を授業実施期間中の改善に反映させることを目的

のひとつとして、迅速な集計が可能な Web 方式を導入しています。各担当教員は、アンケ

ート結果を真摯に受け止め、授業改善に活用しています。 

今回は、2012 年度に実施したアンケートの結果概要についてお知らせします。 

 

１．アンケート概要について 

前期は 2012 年 5 月 25 日～6 月 10 日、後期は、11 月 13 日～11 月 26 日に実施しました。 

実施科目は大学院、音楽学部のレッスンを含む全開講科目で、前期は延べ 29,070 人を対

象に実施し、回答者数は 3,343 人、回答率 11.5％、後期は延べ 26,102 人を対象に実施し、

回答者数は 3,005 人、回答率 11.5％でした。 

アンケートは無記名回答で、学生が自分の履修科目全てについて回答をします。 

 

設問は、 

１）授業を履修した理由 

２）授業に積極的に参加しているかどうか 

３）興味をもって授業を受けているかどうか 

４）よい授業環境が守られているかどうか 

５）新たな知識･技能・考え方を身に付けているかどうか 

６）授業の良い点（自由記述） 

７）授業の改善点（自由記述） 

の 7 つの区分で構成されています。 

 

設問では客観的に授業の様態を問うだけでなく、学生自身がどのように授業に関わって

いるか意識させる視点を設けています。 

 

２．アンケート実施結果 

2012 年度の授業に関する中間アンケートの集計結果は別グラフのとおりですが、全体と

して今回のアンケート結果からは次のような傾向を確認することができます。 

 

１）授業を履修した理由 

前向きな履修理由といえる、「シラバスで興味を持ったから」、「自分の成長に役立つから」

の合計回答者が前期：2,324 人、後期：2,009 人。一方どちらかという受け身の選択理由で



 

 

ある「必修相当科目なので」、「時間割の都合」の合計回答者数が前期：1,863 人、後期：1,786

人と前者の値が後者を上回り、学生の科目選択、履修計画は概ね良好といえます。 

 

 

３）興味を持って授業を受けられているかどうか 

４）よい授業環境が守られているかどうか 

５）新たな知識・技能・考え方を身につけているかどうか 

これらの項目では「とてもそう思う」、「ややそう思う」という高評価の回答者数の割合

が多くの設問で前期、後期とも 80%を超えており、授業は高いレベルで実施されているこ

とが確認できます。 

一方、 

２）授業に積極的に参加しているかどうか 

の調査項目で、学生は授業出席については真面目なものの、事前学習や授業外学習に取り

組む者が 60%程度と、大学生に求められる授業に臨む積極的な態度がまだ充分でないこと

がうかがえます。 

 

３．改善に向けた取組 

全体としては高い満足度を示すアンケート結果でしたが、Web 方式での回答率の低さが

引き続き問題として残り、今後、回答者に負担とならないための設問数の絞り込み、一定

年間隔で紙媒体による実施等を検討しています。 

 

 

各授業担当者はアンケート終了後直ちに報告される回答結果を参考に、以下のいずれか

の方法で学生へのレスポンスを行っています。 

① システム上に設けられている授業ごとの掲示板（非公開）を利用する。  

② 授業時間内（８週目を目処）に対話の時間を設ける。  

③ 授業内で担当教員がプリントにまとめて配布する。 
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